
 



製作した作品の
完成度が高まる

日常生活と結びついた実
感をともなう理解が得ら
れる

 
１ 基本構想

科学への関心や
学習意欲を高め
る

達成感・充実感・創意
工夫のおもしろさを

味わう

確かな知識の
習得

児童が材料や題材
と真剣に向き合う

技能の向上

友達と討論したり
試行錯誤したりする



①道具や教具・材料の充実を図る２ 実施内容
 

＜生活科で購入＞

＜部品や材料を素材から集める＞

＜理科で購入＞ ＜図画工作科で購入＞

おもちゃの材料、

どれにしようかな。

電磁石の材料は

たくさんあるね。

秋らしい材料、

どれかな。

いろいろな釘が

あるよ。



② ものづくり研修の実施２ 実施内容
 

＜理科の観察・実験研修＞

＜図画工作科実技研修＞

月の満ち欠け 水のあたたまり方
の実験

通電テスター作り

よこ引きの練習
万力で板をはさんで

釘をまっすぐ打つ。

さしがねを使って
正しく線をひく。電動糸鋸の練習

電磁石作り



③ 教育環境の整備２ 実施内容
 

＜理科や図工の用語・道具の使い方マニュアルの掲示＞

ゴムと風のはたらき
の実験手順

のこぎりのつくり
と使い方

のこぎり安全３箇条と
動かし方の手順

おもちゃ研究所
のメンバー表

空気のはたらきの

実験手順と材料

キーワード表 のこぎり

チェックリスト



④ 科学や技術的な思考力・表現力・技能を育成するために

２ 実施内容
 

★本時のどこで思考・表現・発想を伸ばすか記入（赤色文字）

★指導計画のどこで技能を伸ばすか記入（青色文字）

＜2年生＞



生活科

図画工作科

最初に自分でしくみを
考えるよ。

きりで穴をあけてから

釘打ちをするのがコツ。

かなづちのどちら側で

打つかがポイントだ。

あて木を使い、のこぎりの
角度にも注意！

友達からのアドバイスを
もとに改良するよ。

道具がたくさんあるから
混まないね。



理科

授業研究会

各班の代表者が、協議したこと
をプレゼンしました。

S（下野市）＆U（宇都宮大学）
コラボ事業による研究会

グループで考えた考察を
発表。全員で共有しよう。

実験器具を正しく使おう。自作の電磁石で魚つり



技能の向上について
 

３ 成 果

25人(75.76%)

28人(84.85%)

8人(24.24%)

5人(15.15%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

26年度

はさみを正しく使っている はさみをうまく使えない

28人(34.15%)

46人(56.1%)

50人(60.98%)

34人(41.46%)

4人(4.88%)

2人(2.44%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1回目

3回目

均一なコイルを製作することができる。
均一なコイルをおおむね製作することができる。
不均一なコイルになってしまった。

11人(15.94%)
31人(44.93%)

12人(17.39%)

37人(53.62%)

46人(66.67%)

1人(1.45%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第２時

第７時

のこぎりでスムーズに且つまっすぐに木材を切ることができる。
のこぎりでスムーズに木材を切ることができる。
のこぎりでスムーズに木材を切ることが難しい。



思考力・表現力について
 

18人(54.55%)

26人(78.79%)

15人(45.45%)

7人(21.21%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

25年度

26年度

材料を生かして製作している 材料を生かして製作していない

34人(41.46%)

48人(58.54%)

38人(46.34%)

28人(34.15%)

10人(12.2%)

6人(7.32%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1回目

2回目

実験結果から考察を絵や図，キーワードを用いて表現できる。

実験結果から考察するのにキーワードを用いているが，結果と書き分けられない。

実験結果と考察が同じ内容になっている。

３ 成 果



・意見交換を通して練り合う手立ての工夫や
道具の正しい使い方を継続して進める。

・知識や技能を駆使し、課題を解決するために
進んで考える活動の習慣化を図る。

 

４ 課 題


